
年
齢
が
原
則
50
歳
未
満
③
就
農
５
年
後
に
は
農
業

で
生
計
が
成
り
立
つ
実
現
可
能
な
計
画
を
作
成
し
、

認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
認
定
を
受
け
る
④「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
、も
し
く

は
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て

い
る
な
ど
が
主
な
要
件
で
す
。こ
れ
は
、最
大
で
個

人
1
5
0
万
円
、夫
婦
で
2
2
5
万
円
が
５
年
間

交
付
さ
れ
ま
す
。

旧
小
見
川
南
小
学
校
の
活
用
で
、今
ま
で
と

は
違
う
活
用
ス
タ
イ
ル
が
で
き
た
。閉
校
し

た
学
校
を
利
用
す
る
た
め
の
明
確
な
条
件
は
。

地
域
住
民
の
合
意
が
必
須
で
、地
域
の
代
表

者
に
よ
る
跡
地
活
用
検
討
会
議
を
設
置
し
、

意
向
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。条
件
は
各
地

域
の
意
見
が
あ
る
た
め
、明
確
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、早
期
の
利
活
用
が
図
れ

る
よ
う
、跡
地
活
用
の
進
め
方
を
見
直
し
し
て
い
ま
す
。

体
と
な
り
、捕
獲
機
材
の
導
入
費
な
ど
に
対
し
、国

の
交
付
金
や
県
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。市
で

は
対
象
事
業
の
採
択
要
件
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

協
議
会
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

農
業
後
継
者
新
規
就
農
助
成
金
、農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
交
付
金
の
要
件
、基
準
は
。

市
単
独
事
業
の
農
業
後
継
者
新
規
就
農
助

成
金
の
対
象
者
は
、市
内
に
住
所
を
有
す
る

35
歳
以
下
の
新
規
就
農
者
で
、県
が
主
催
す
る
農
業

経
営
体
育
成
セ

ミ
ナ
ー
の
受
講

者
で
す
。こ
れ

は
、年
間
12
万

円
を
３
年
間
交

付
し
ま
す
。国

事
業
の
農
業
次

世
代
人
材
投
資

事
業
交
付
金
は
、

①
独
立
自
営
就

農
②
就
農
時
の

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
大
手
企
業
が
進
出

し
、一
般
農
家
経
営
に
影
響
を
与
え
な
い
か
。

一
般
法
人
が
農
業
に
参
入
で
き
る
条
件
の
中

に
地
域
調
和
要
件
が
あ
り
、地
域
に
お
け
る

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
で
農
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、地
元
と
さ
ま
ざ
ま
な

調
整
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

害
獣
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
額
と
対

応
は
。

平
成
28
年
度
は
水
稲
が
1
2
7
ア
ー
ル
で

７
万
円
、29
年
度
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
15
ア
ー

ル
で
63
万
６
千
円
、30
年
度
は
水
稲
お
よ
び
サ
ツ
マ

イ
モ
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
て
お
り
、

39
ア
ー
ル
で
1
5
8
万
８
千
円
と
積
算
し
て
い
ま
す
。

被
害
拡
大
に
よ
り
対
策
費
が
増
大
し
な
い

か
。早
期
対
策
で
費
用
軽
減
が
必
要
。

市
町
村
、猟
友
会
、農
協
お
よ
び
農
業
共
済

組
合
な
ど
で
組
織
す
る
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、協
議
会
が
事
業
主

な
く
、児
童

数
の
増
減
な

ど
、地
域
の

実
情
に
よ
り

必
要
に
応
じ

て
検
討
し
ま

す
。

令
和
２
年
度
よ
り
５
、６
年
生
は
英
語
が
必

修
と
な
る
が
、他
教
科
を
含
め
教
科
担
任
制

の
授
業
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

教
員
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、教
科
担
任

制
の
た
め
の
教
員
の
配
当
を
千
葉
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、国
や
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。子
ど
も

２
人
以
上
の
世
帯
は
、保
育
所
を
利
用
す
る
最
年
長

の
子
ど
も
を
第
１
子
と
し
て
、０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
第
２
子
は
半
額
、第
３
子
以
降
は
無
償
で
す
。給

食
材
料
費
は
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、無
償

化
後
は
保
護
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、年

収
3
6
0
万
円
未
満
の
世
帯
と
第
３
子
以
降
は
免

除
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
伴
う
問
題
点
・
改

善
点
は
。

安
全
面
な
ど
で
大
き
な
問
題
は
な
く
、お
お

む
ね
順
調
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
降
場
所
を
変
更
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

児
童
生
徒
の
安
全
を
最
優
先
に
、道
幅
や
見

通
し
な
ど
を
考
え
決
定
し
ま
す
。固
定
で
は

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
た
背
景
や
目
的
は
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
担
当
課
が
異
な
る
な

ど
、市
民
の
利
便
性
や
関
係
機
関
と
の
情
報

連
携
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、妊
娠
、出
産
、

育
児
の
相
談
か
ら
、特
定
妊
婦
や
要
保
護
児
童
の
支

援
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
集
約
し
、一

体
的
な
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ

ま
で
の
利
用
状
況
と
主
な
相
談
内
容
は
。

令
和
元
年
５
月
末
現
在
、妊
娠
期
や
育
児
、

し
つ
け
な
ど
の
相
談
が
1
8
9
人
、延
べ

2
1
9
人
で
す
。特
定
妊
婦
や
児
童
虐
待
な
ど
の
相

談
は
91
人
、延
べ
3
0
1
人
で
す
。

保
育
料
無
償
化
の
対
象
者
に
対
す
る
所
得

制
限
や
第
２
子
・
第
３
子
の
保
育
料
お
よ
び

給
食
費
は
。

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
、

お
よ
び
3
歳
未
満
の
住
民
税
非
課
税
世
帯

A Q

A

AA A

A

A

QQQ

Q Q

AAA QQQ

A Q

Q 統
廃
合
に
よ
り
閉
校
と
な
る

学
校
施
設
の
活
用
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

安
全
な
運
行
を

小
学
校
で
の

教
科
担
任
制
導
入
を

農
業
に
お
け
る

危
機
管
理
は

子
育
て
支
援
の

充
実
を

成
毛 

伸
吉 

議
員

な
る
け 

の
ぶ
よ
し

井
上  

徹 

議
員

い
の
う
え 

と
お
る

◆統廃合で閉校する学校施設 
◆農業の危機管理

質問事項

◆子育て支援の取り組み
◆スクールバスの運行状況
◆小学校での教科担任制導入

質問事項

ココがききたいQ&A一般質問6月定例会 12人の議員が一般質問

7 かとり市議会だより No.54 6かとり市議会だより No.54

さまざまな野菜が栽培される畑作地帯

多くの人が見守るスクールバス

ひとこと解説！

教科担任制とは
教員が専門教科のみを担当し、指
導する方式です。

単位のアール（a）とは
面積の1アール（a）は100平方メー
トル（㎡）です。

ひとこと解説！


